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H 小 5 年 37（43.5） 46（54.1） 2（2.4）
H 小 6 年 28（31.8） 60（68.2） 0（0.0）
Y 小 5 年 13（25.0） 38（73.1） 1（1.9）
Y 小 6 年 20（44.4） 23（51.1） 2（4.4）









良いことだ 良くないことだ わからない 無回答
H 小 5 年 0（0.0） 73（85.9） 10（11.8） 2（2.4）
H 小 6 年 1（1.1） 75（85.2） 11（12.5） 1（1.1）
Y 小 5 年 1（1.9） 38（73.1） 9（17.3） 4（7.7）
Y 小 6 年 0（0.0） 37（82.2） 6（13.3） 2（4.4）
計 2（0.7） 223（82.6） 36（13.3） 9（3.3）
　　　　　　　　　　　　表1-3　良いことだと捉える理由について　　　　　　　　　　　　n(%)
子どもが大切にされる 高校や大学に入りやすくなる 子どもの事件や事故が減る その他
H 小 5 年 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0）
H 小 6 年 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0） 1（100.0）
Y 小 5 年 0（0.0） 0（0.0） 1（100.0） 0（0.0）
Y 小 6 年 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0）





H 小 5 年 18（24.7） 47（64.4） 40（54.8） 8（11.0） 9（12.3）
H 小 6 年 9（12.0） 39（52.0） 44（58.7） 4（5.3） 3（4.0）
Y 小 5 年 13（34.2） 34（89.5） 19（50.0） 3（7.9） 2（5.3）
Y 小 6 年 12（32.4） 23（62.2） 18（48.6） 1（2.7） 4（10.8）









H 小 5 年 23（27.1） 58（68.2） 4（4.7）
H 小 6 年 20（22.7） 67（76.1） 1（1.1）
Y 小 5 年 14（26.9） 37（71.2） 1（1.9）
Y 小 6 年 12（26.7） 31（68.9） 2（4.4）
計 69（25.6） 193（71.5） 8（3.0）
　　　　　表2-2　日本の人口減少をどのように捉えているか　　　　　n(%)
良いことだ 良くないことだ わからない 無回答
H 小 5 年 1（1.2） 70（82.4） 12（14.1） 2（2.4）
H 小 6 年 1（1.1） 71（80.7） 15（17.0） 1（1.1）
Y 小 5 年 1（1.9） 44（84.6） 5（9.6） 2（3.8）
Y 小 6 年 0（0.0） 36（80.0） 7（15.6） 2（4.4）















H 小 5 年 1（100.0） 1（100.0） 1（100.0） 1（100.0） 1（100.0） 0（0.0）
H 小 6 年 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0） 1（100.0） 0（0.0）
Y 小 5 年 0（0.0） 0（0.0） 1（100.0） 1（100.0） 0（0.0） 1（100.0）
Y 小 6 年 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0）
計 1（33.3） 1（33.3） 2（66.7） 2（66.7） 2（66.7） 1（33.3）
　　　　　　表2-4　日本の人口減少を良くないことだと捉える理由について　　　　　　n(%)
土地が余る 労働者が減る 日本の経済力が弱まる やがて日本人がいなくなる その他
H 小 5 年 4（5.7） 40（57.1） 20（28.6） 50（71.4） 8（11.4）
H 小 6 年 1（1.4） 40（56.3） 12（16.9） 47（66.2） 5（7.0）
Y 小 5 年 2（4.5） 18（40.9） 15（34.1） 36（81.8） 0（0.0）
Y 小 6 年 1（2.8） 22（61.1） 7（19.4） 26（72.2） 1（2.8）















良いことだ 良くないことだ わからない 無回答
H 小 5 年 14（16.5） 53（62.4） 15（17.6） 3（3.5）
H 小 6 年 6（6.8） 57（64.8） 24（27.3） 1（1.1）
Y 小 5 年 11（21.2） 24（46.2） 14（26.9） 3（5.8）
Y 小 6 年 5（11.1） 28（62.2） 10（22.2） 2（4.4）
計 36（13.3） 162（60.0） 63（23.3） 9（3.3）
　　　　　　　　　表3-3　老年人口の増加を良いことだと捉える理由　　　　　　　　n(%)
高齢者とのふれあいが増える おこづかいをもらえる 色々な知恵を教えてもらえる その他
H 小 5 年 9（64.3） 2（14.3） 9（64.3） 2（14.3）
H 小 6 年 4（66.7） 0（0.0） 4（66.7） 0（0.0）
Y 小 5 年 6（54.5） 4（36.4） 7（63.6） 2（18.2）
Y 小 6 年 4（80.0） 1（20.0） 4（80.0） 0（0.0）
計 23（63.9） 7（19.4） 24（66.7） 4（11.1）
知っている 知らない 無回答
H 小 5 年 39（45.9） 43（50.6） 3（3.5）
H 小 6 年 42（47.7） 45（51.1） 1（1.1）
Y 小 5 年 19（36.5） 32（61.5） 1（1.9）
Y 小 6 年 23（51.1） 20（44.4） 2（4.4）











H 小 5 年 29（54.7） 25（47.2） 30（56.6） 24（45.3） 3（5.7）
H 小 6 年 30（52.6） 29（50.9） 30（52.6） 27（47.4） 2（3.5）
Y 小 5 年 12（50.0） 8（33.3） 20（83.3） 13（54.2） 3（12.5）
Y 小 6 年 15（53.6） 13（46.4） 18（64.3） 18（64.3） 1（3.6）










H 小 5 年 47（55.3） 34（40.0） 4（4.7）
H 小 6 年 45（51.1） 42（47.7） 1（1.1）
Y 小 5 年 11（21.2） 40（76.9） 1（1.9）
Y 小 6 年 19（42.2） 24（53.3） 2（4.4）
計 122（45.2） 140（51.9） 8（3.0）
　　　表4-2　若年労働力人口の減少をどのように捉えているか　　n(%)
良いことだ 良くないことだ わからない 無回答
H 小 5 年 1（1.2） 71（83.5） 9（10.6） 4（4.7）
H 小 6 年 1（1.1） 75（85.2） 11（12.5） 1（1.1）
Y 小 5 年 1（1.9） 38（73.1） 10（19.2） 3（5.8）
Y 小 6 年 1（2.2） 36（80.0） 6（13.3） 2（4.4）
計 4（1.5） 220（81.5） 36（13.3） 10（3.7）
　　　　　　表4-3　若年労働力人口の減少を良いことだと捉える理由　　　　　n(%)
仕事が見つかりやすい 給料を多くもらえる 働く人が大切にされる その他
H 小 5 年 1（100.0） 1（100.0） 1（100.0） 0（0.0）
H 小 6 年 0（0.0） 1（100.0） 1（100.0） 0（0.0）
Y 小 5 年 1（100.0） 1（100.0） 0（0.0） 0（0.0）
Y 小 6 年 1（100.0） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0）
計 3（75.0） 3（75.0） 2（50.0） 0（0.0）







H 小 5 年 18（25.4） 34（47.9） 37（52.1） 52（73.2） 6（8.5）
H 小 6 年 20（26.7） 23（30.7） 47（62.7） 37（49.3） 6（8.0）
Y 小 5 年 10（26.3） 18（47.4） 19（50.0） 26（68.4） 4（10.5）
Y 小 6 年 16（44.4） 19（52.8） 22（61.1） 21（58.3） 2（5.6）












H 小 5 年 37（43.5） 43（50.6） 5（5.9）
H 小 6 年 35（39.8） 52（59.1） 1（1.1）
Y 小 5 年 13（25.0） 38（73.1） 1（1.9）
Y 小 6 年 15（33.3） 28（62.2） 2（4.4）
計 100（37.0） 161（59.6） 9（3.3）
　　　　　表5-2　在留外国人の増加をどのように捉えているか　　　　n(%)
良いことだ 良くないことだ わからない 無回答
H 小 5 年 17（20.0） 50（58.8） 12（14.1） 6（7.1）
H 小 6 年 25（28.4） 37（42.0） 25（28.4） 1（1.1）
Y 小 5 年 16（30.8） 19（36.5） 15（28.8） 2（3.8）
Y 小 6 年 18（40.0） 14（31.1） 11（24.4） 2（4.4）
計 76（28.1） 120（44.4） 63（23.3） 11（4.1）
　　　　　　表5-3　在留外国人の増加を良いことだと捉える理由　　　　n(%)
外国人と仲良くなれる 外国の話が聞ける 外国語を覚えられる その他
H 小 5 年 13（76.5） 8（47.1） 13（76.5） 3（17.6）
H 小 6 年 21（84.0） 11（44.0） 7（28.0） 7（28.0）
Y 小 5 年 12（75.0） 10（62.5） 10（62.5） 1（6.3）
Y 小 6 年 13（72.2） 8（44.4） 9（50.0） 4（22.2）






H 小 5 年 10（20.0） 13（26.0） 46（92.0） 9（18.0）
H 小 6 年 12（32.4） 9（24.3） 33（89.2） 4（10.8）
Y 小 5 年 9（47.4） 13（68.4） 14（73.7） 4（21.1）
Y 小 6 年 6（42.9） 5（35.7） 13（92.9） 3（21.4）











H 小 5 年 43（50.6） 37（43.5） 5（5.9）
H 小 6 年 62（70.5） 25（28.4） 1（1.1）
Y 小 5 年 23（44.2） 29（55.8） 0（0.0）
Y 小 6 年 28（62.2） 15（33.3） 2（4.4）
計 156（57.8） 106（39.3） 8（3.0）
　　　　　表6-2　地球温暖化をどのように捉えているか　　　n(%)
良いことだ 良くないことだ わからない 無回答
H 小 5 年 2（2.4） 70（82.4） 7（8.2） 6（7.1）
H 小 6 年 2（2.3） 76（86.4） 9（10.2） 1（1.1）
Y 小 5 年 1（1.9） 42（80.8） 7（13.5） 2（3.8）
Y 小 6 年 1（2.2） 41（91.1） 1（2.2） 2（4.4）










H 小 5 年 2（100.0） 2（100.0） 2（100.0） 1（50.0） 0（0.0）
H 小 6 年 2（100.0） 1（50.0） 1（50.0） 0（0.0） 0（0.0）
Y 小 5 年 1（100.0） 1（100.0） 1（100.0） 1（100.0） 0（0.0）
Y 小 6 年 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0） 1（100.0） 0（0.0）
計 5（83.3） 4（66.7） 4（66.7） 3（50.0） 0（0.0）







H 小 5 年 37（52.9） 48（68.6） 17（24.3） 33（47.1） 43（61.4） 13（18.6）
H 小 6 年 32（42.1） 44（57.9） 21（27.6） 26（34.2） 35（46.1） 13（17.1）
Y 小 5 年 20（47.6） 25（59.5） 16（38.1） 21（50.0） 29（69.0） 11（26.2）
Y 小 6 年 25（61.0） 29（70.7） 18（43.9） 16（39.0） 29（70.7） 5（12.2）






















H 小 5 年 18（20.5） 31（35.2） 54（61.4） 43（48.9） 39（44.3） 48（54.5） 6（6.8）
H 小 6 年 14（16.5） 30（35.3） 63（74.1） 40（47.1） 34（40.0） 33（38.8） 10（11.8）
Y 小 5 年 14（26.9） 26（50.0） 34（65.4） 29（55.8） 26（50.0） 41（78.8） 6（11.5）
Y 小 6 年 9（20.0） 15（33.3） 31（68.9） 21（46.7） 23（51.1） 26（57.8） 0（0.0）





















































































Children’s awareness and educational issues for future society of Japan
Ayako ANDO，Toshiaki TANAKA，Chihiro KATO
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Abstract
The world is about to enter a new era called super smart society （Society5.0）. In this society, a 
prosperous future society due to the development of AI is expected. On the other hand, many difficulties are 
expected due to the declining birthrate and aging population. In future education, each child must be actively 
involved in the future society. All children need to learn “what kind of era will come”, “what abilities and 
attitudes are required. We investigated the understanding and perception of future society for the upper grades 
of elementary school. As a result, there were many children who did not know “declining births” and “declining 
population in Japan”. Based on the results, we considered from the following viewpoints. 1. The problem is 
to find out more about the times that all children are about to meet. 2. It is necessary to change the children’s 
pessimistic view of the future society to the view that they will create a future society filled with bright hope. 
3. Education is necessary so that children can make the future society a wonderful society.
